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【論文内容の要旨】 

失語症のような言語障害者が抱える問題として、障害のために社会への積極的な参加から除外さ

れるソーシャルエクスクルージョン（社会的排除）がある。失語症者はコミュニケーションの障壁

のため自宅で家族と過ごす時間が多く、これまでの研究では言語訓練などのリハビリテーションに

よる臨床的な治療と機能回復に焦点が当てられていた。また失語症者のリハビリテーションを担当

する言語療法士も、失語症者の言語能力の回復を支援しているが、共生社会の実現までに解決すべ

き課題が多い。 
本論文は、共生社会を実現するために、ソフトコンピューティング手法を活用して、言語障害者

のソーシャルインクルージョン（社会的包摂）を達成することを目的とする。失語症者のソーシャ

ルインクルージョンを達成するには、繊細な気持ちや感情を他者へ伝えられるよう自身のニーズや

要望を適切に表現する必要がある。また他者の気持ちや感情を理解して、コミュニケーションの詳

細な内容を把握することが重要となる。そこで，本研究では、インクルーシブデザインの各ステー

ジ「相互作用の問題特定」「再デザイン」「拡張」を、ヒューマンファクタとソフトコンピューティ

ングでサポートするインクルーシブデザイン手法を提案した。また、提案デザイン手法の実践とし

て、２つの事例研究を実施した。 
第 1 章では研究背景及び研究目的、また、第 2 章では関連研究とその課題について述べている。 
第 3 章では、はじめに、失語症者個人とのアンケートを用いた対面調査により、ソーシャルイン

クルージョンのための相互作用の問題を特定した。次に、相互作用の問題を特定した失語症者の困

難に基づいて、デザインソリューションを再デザインした。失語症者が言葉で表現することが難し

い繊細な気持ちや感情をファジィ集合論により定量化した。失語症者へのアンケート調査に基づい

て、少し良いなどの繊細な気持ちや感情をファジィ集合のメンバーシップ関数で同定した。再デザ

インしたデザインソリューションにおいて気持ちや感情をスケールとして表現し、そこで失語症者



が指定した位置に基づいて、繊細な気持ちや感情、またはその候補を複数表示した。その候補が失

語症者の気持ちや感情を適切に表現できていない場合は、メンバーシップ関数の位置を制御するこ

とで、適切な気持ちや感情を表現する機能を実現した。事例研究として、失語症者個人の相互作用

の問題を特定し、その失語症者の微妙な気持ちや感情をファジィ集合論で表現できるアプリケーシ

ョンを再デザインした。再デザイン前後のスマートフォンアプリケーションを利用した実験により、

対象となる失語症者個人の社会参加を 30%向上できるとの評価が得られた。その向上には、失語

症者の繊細な気持ちや感情を、ファジィ集合論により適切に他者へ伝えるデザインが貢献していた。 
第 4 章では、ファジィ階層分析法（Fuzzy-AHP）と失語症者による投票を利用して、失語症者

個人から他の言語障害者へデザインソリューションを拡張した。失語症の症状や社会的状況は多様

であるため、適切なソーシャルインクルージョンを実現するため、言語投票により多数の失語症者

の意見を取り込む方法を提案した。また、失語症者のリハビリテーションを担当する言語聴覚士が

持つ知識を、ファジィ集合論と階層分析法（AHP）を組み合わせたファジィ階層分析法

（Fuzzy-AHP）で定量化した。ファジィ集合論は言語のあいまいさに対処して、階層分析法（AHP）
はデザインソリューションに対する機能の重要性を定量化している。多数の失語症者による投票が

Fuzzy-AHP に統合され、言語聴覚士の知識だけでなく、失語症者の意見も考慮されるインクルー

シブデザインの拡張手法を提案した。事例研究として、Fuzzy-AHP と投票を統合したデザイン拡

張手法の有効性を、失語症者 49 人の投票により検証した。提案したデザイン拡張手法による機能

の重要性を既存手法による重要性と比較することにより、投票手法の影響について考察した。

Fuzzy-AHP と投票を統合したデザイン手法の結果により、失語症を含む言語障害者のユーザの困

難を解決するために、絵カードや会話ノートを使用するときに音声をゆっくり再生するなど、どの

機能が言語障害者にとって重要であるかが示されており、より多くの障害者の社会参加に必要な要

件を明らかにしている。 
第 5 章では、本研究での成果を総括して結論をまとめている。 
 
 

【論文審査の結果の要旨】 
本論文では、言語障碍者のソーシャルインクルージョン（社会的包摂）という社会的意義のある

問題に対して、ヒューマンファクタとソフトコンピューティングの融合手法による斬新な解決方法

の提案をしており、研究テーマの重要性と研究内容の新規性が十分に認められる。特に、ファジィ

集合理論によるメンバーシップ関数の同定と位置制御により、失語症者一人ひとりが社会に参加す

るときに対面する困難に基づいて、繊細な感情の表現や感情を伝えて他者とコミュニケーションを

取れる手段を提供している点に特色が見られる。また、言語聴覚士の知識を取り込む Fuzzy-AHP 
と多数の失語症者の意見を反映する投票の組み合わせにより、デザインソリューションを使用する

ユーザの意見が、その機能の重要性に直接反映される点において提案手法の利点が認められる。さ

らに、49 人という多数の失語症者の協力を得た事例研究は過去には例がなく、理論的な貢献のみ

に留まらず、提案したデザイン手法を実践している点でも貢献が認められる。 
以上のことから、本研究の成果は経営工学分野における進展に寄与するものと判断し、博士の学

位を授与するにふさわしい内容を有すると認める。 

 


